
プログラミング演習１
CASLシミュレータマニュアル



CASLシミュレータの概要
ブラウザ上で実行できる
インターネットが使用できれば自宅でも実行できる

URL
https://www.officedaytime.com/dcaslj/



シミュレータ画面

ソースリストの入力場所
（テキストエディタで作成した

ソースをコピペできる）

各種レジスタの内容

（メモリ上の）アドレス確認部

アセンブルオプション

実行結果

アセンブルリスト



ソースリストの作成
“ソース”欄に実行したいソースリストを入力
おすすめの入力方法

1. （メモ帳などの）テキストエディタでソースコードを作成
2. 作成したソースコードをシミュレータにコピー＆ペースト

コピペ



ソースコードの実行1
ソース欄下部にある「アセンブル」ボタンをクリック
エラーがあると・・・

• 画面右上にエラー内容が表示

エラーがないと・・・
• 画面右下にアセンブルリストが表示
• 実行開始行が黄色にハイライトされる

アセンブルボタン



ソースコードの実行2
エラーなくアセンブルできたら・・・実行ボタンをクリック

実行

中断 ステップイン

ステップオーバー

ステップアウト



デバッグ機能
エラーなくアセンブルできるが，想定している実行結果が出力されな
いとき，デバッグしてみよう

• ステップイン: 
アセンブルリストのハイライト行が1行進む
（レジスタの中身も更新）
ステップオーバー: 
サブルーチンないで停止しない

• ステップアウト: 
サブルーチンから戻るまで実行後, 停止

Visual Studioのようなステップ実行可能

ステップイン

ステップオーバー

ステップアウト



デバッグ機能
ブレークポイント
任意の行で停止してほしいときに使用

ここをクリック

ブレークポイント



レジスタ・メモリアドレスの確認方法
汎用レジスタ
(GR0～GR7)

スタックポインタ
ZF: Zero Flag
SF: Sign Flag
OF: Overflow Flag

プログラム
レジスタ

ここに確認したいアドレスを入
力し、表示をクリックすると
そのアドレスから16語が表示
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